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導入から約 30 年を経た現在，国内では 6500 台以上
の MRI 装置が稼働中である．2005 年には全身用 







中枢神経領域の 3T MRI： 
より微細な構造がより明瞭に





て，磁場強度の違いは T1，T2 強調画像，FLAIR 画
像などの撮像法にほとんど影響しない．3T MRI の


















号域として描出される（図 3）4-6）．1990 年の echo 






















である．Dynamic susceptibility contrast （DSC）
法では，ガドリニウム造影剤を急速静注し，60 秒
間 dynamic data を収集し信号変化を計測する．撮




曲線から脳血流 （cerebral blood volume （CBV），
および cerebral blood ﬂow （CBF），平均通過時間
など）を算出する（図 6）．造影剤は核種と異なり
A B
図 1　脳 MRI・T2 強調画像（FSE 法）
A：1.5T，B：3T
A B C D










































































立つが，脂質・Lipids （Lip），乳酸 Lactate （Lac）， 
Glutamate and Glutamine （GLX），Myo-inositol 
（My） など他の代謝産物についても評価が可能であ
























図 10　30 歳代・男性，若年性進行性認知症．脳 1H-MRS






















ため，症例によっては術前，術中 MRI などで DTI
を撮像すれば，術後の機能障害防止に役立つ17，18）．
脳機能 MRI：脳機能の局在がわかる




る blood oxygen level dependent （BOLD） 法が好
んで用いられる19）．多くは 20 秒ごとの安静と賦活















































図 15　 30 歳代・女性，内耳道を中心とした
FIESTA-C 正常像



























図 17　A，B　FIESTA-C 像から再構成した内耳の 3 次元表示
蝸牛（→），前庭，環状の形状を示す半規管などが観察可能である．
A B
図 18　30 歳代・健常女性，神経メラニン MRI
A では黒質（→），B では青斑核（▲）が明瞭な高信号を示す．














　1993 年，BostonのBrigham and Women’s Hospital
に世界初の術中 MRI が導入された．現在はわが国
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